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　邦楽の笛演奏家の家に生まれたが、

ジャズやロックに憧れ、ずっと作編曲家

を目指していた。夢に限界を感じてきた

22歳。やらざるを得ない人生なのかな

と、ゼロから古典の世界に飛び込んだ。

　数年はどれも同じ曲に聞こえたが、次

第に、発見の宝庫である古典に魅了され

る。「何百年も前の人が言っていたこと

が、舞台での演奏中にハッとわかる瞬間

がある」外の世界にいたからこそ見える

ことも。「予定調和に見える古典も、ジャ

ズセッションのように、笛と唄・三味線

が掛け合う場面がある。古典の深さ、音

楽としての広さがたまらなく面白い」今

は、古典を伝えていきたいと強く思う。

　出前授業で邦楽器を体験した子ども達

の瞳の輝きが忘れられない。「広く浅く

も大切だけど、深くてガツンとくる体験

は根強い感動がある。『何だかわかんな

いけどすごい！』ってところに訴えたい」

若き実演家の未来

　2000年から開催されている高校生の音楽祭「YHMF*」、

募集から審査まで一連の段取り・運営を行うのは、有志で

集まった高校生たち。毎年2月には、幹部を中心に、スタッ

フ集めと並行して参加バンドの募集を開始。2014年は全

国から約80組の応募があった。決戦のステージは、テープ

審査・ライブステージを通過した10組で、8月に渋谷にあ

るTSUTAYA O-EASTで開かれた。

　YHMF2014の実行委員長、安藤圭織さんは、運営スタッ

フがなかなか集まらない、参加バンドの応募が締切間際で

も少ない、とハラハラした日々を「社会人の練習をしてい

るみたい（笑）」と、振り返る。学校で授業を受ける日常

と違い、ゼロから物事を動かしていくプロセス。「大変だっ

たけど、つらかったぶん、頻繁に話をして他校の人ともす

ごく仲良くなれたし、全国から集まったバンドのみなさん

とステージがつくれたことが何よりも嬉しい」

　YHMFへの応募はすべてオリジナル曲で、決戦のステー

ジは衣裳やMCも個性豊か。オーディエンス賞の「逆境

クォーツ」はカッコいい演奏とトークで会場をわかせ、準

グランプリの「Vocalists」は甚平や浴衣姿の男子3人があ

たたかいハーモニーを奏でた。グランプリの「Da.Vinci」

はお年玉で買ったというスーツでノリノリのハードロック! 

前年敗れた悔しさをバネに臨んだ思いをぶつけていた。

　進行に欠かせない映像や、バンドをつなぐトークもすべ

てスタッフの高校生が考える。司会班の久冨駿介さんは、

「来場者に楽しんでもらいたいという一心で準備を進める

うちに、いろんな視点での見方ができるようになった」と

みんなの成長を実感する。

「人がつながる機会が思い出になる」そうかみしめる高校

生たちの熱気溢れるステージは、これからも受け継がれて

いく。

SANZUI  ぱっしょん 高校生がつくる熱いステージ～YHMF～

ガツンとくる
古典の魅力を伝えたい

PROFILE　1979年生まれ。日本の笛(篠笛・
能管)演奏家。祖父・藤舎秀蓬、伯父・藤舎名
生、父・中川善雄に師事。東京藝術大学大学院
修了。浄観賞、同声会新人賞、アカンサス賞受
賞。2004年伯父の前名である「推峰」を襲名。
2011年国立劇場主催「明日をになう新進の舞
踊・邦楽鑑賞会」に推挙される。国内外公演、
NHK芸能番組等多数出演。谷村新司・石井竜
也のライブサポートや、ヴァイオリンと邦楽の
ユニット「竜馬四重奏」など、多方面で活動中。

藤舎 推峰
Tosha Suiho
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アートディレクターの眼

*ヨコハマ・ハイスクール・ミュージック・フェスティバルとして始まったが、2011年より会場はTSUTAYA O-EASTに。当時の名称のみ継承。

青色のパールインク（ラメが入った光るインク）を実に
うまく使ったフライヤー。リアルな描写と幻想とが交
錯しあう世界観を演出しているのだが、シンプルな
デザインと印刷だからこそ、演劇の世界観が素直
に伝わってくる。右上の人影もその魅力を増してい
るし、大きさも絶妙で、思わず観たくなるデザイン。

音楽関係のフライヤーは、好きなのが少ない。理由の
一つとして、支給された写真しか使えないからであ
る。今回も支給された写真を使っていると思うが、写
真のトリミングで、実に魅力的な写真に変身させてい
る。バックに使った水色の線も美しい箏の音色を想
起させるデザインで、デザイナーの力を感じる１枚。

在外研修の成果公演 （公社）日本劇団協議会

The River
2015年2月19日（木）～2月26日（木）／東京芸術劇場 シアターイースト

作：Jez Butterworth／翻訳：髙田曜子／演出：青木 豪

デザイン：山下浩介

沢井一恵 箏 リサイタル
2015年1月9日（金）／銀座 王子ホール
デザイン：松井桂三

最近色々な公演のフライヤーが面白くなってきている。
ここでは1月から4月に上演される、劇団・ダンス・演奏会などのフライヤーの中から、
ちょっと気になるものを、本誌アートディレクターが選んでみた。

新村則人＝アートディレクター。1960年生まれ。主な仕事に資生堂、無印良品、エスエス製薬、東京オリンピック招致など。JAGDA・東京ADC会員。


